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　今、林業は保育・間伐主体で施業を進めることを

念頭においた政策体系から主伐・再造林の政策体系

に円滑な移行を図りつつあります。主伐・再造林を

本格展開し、林業の成長産業化を達成するために不

可欠なものとして、林業の低コスト化が課題になっ

ています。

　林業の低コスト化の具体的な取組の一つが伐採

から植栽までの工程を連続して行う一貫作業シス

テムの採用です。コンテナ苗を使うことで植栽効率

が大きく向上することはもとより、活着についても

厳冬期、盛夏を除けば比較的良好であり、植栽時期

の自由度が高くなりました。また、低密度植栽、下

刈の省力化も加わり造林・保育経費の低減に繋がっ

ています。

　コンテナ苗でもうひとつ、とても大事なことがあ

ります。コンテナ苗にどのような苗木を使うかとい

うことです。コンテナ苗のメリットを植栽から植栽

後の短期間活かしきった後、次に露呈してくるのは

苗木そのものがもつ資質です。資質とは、例えば下

刈の保育期を過ぎた後の成長速度や材の剛性などの

形質であったり、気象害や病虫害への耐性、更には

花粉発生量が少ないことなどです。

　林木育種センターではこれまで多くの品種等を開

発してきました。初期成長に特に優れ造林コストを

抑制するエリートツリーがスギ290系統、ヒノキ

176系統、カラマツ60系統の合計526系統（平成

26年度末）。花粉症対策、都市近郊の森林づくりに

適している成長に優れた少花粉スギが140品種、ヒ

ノキが55品種、低花粉スギが6品種、無花粉スギが

２品種。マツノザイセンチュウに強く大切な海岸林

や里山の整備に適したマツノザイセンチュウ抵抗性

アカマツ225品種、クロマツ171品種。雪による根

元曲がりが著しく少ない雪害抵抗性スギが46品種。

剛性が特に優れた材質優良スギ41品種。CO2の吸

収・固定能力が高く、地球温暖化防止に更なる貢献

をする幹重量の大きいスギ69品種、ヒノキ23品種、

カラマツ19品種、トドマツ11品種。材のねじれが

小さく、加工しやすく、狂いの少ない材質優良カラ

マツ229品種などです（品種数 平成27年度末）。ま

た、農林水産大臣が指定する特定母樹にグイマツ1、

スギ102、ヒノキ16、カラマツ15の合計134が林

木育種センターから申請し、選ばれました（平成26

年度末）。これらの品種等が林業の成長産業化を達成

するために全国で活用されることを期待しています。

　平成28年2月5日（金）に、東京都江東区の木材

会館において、「最先端へのアクション！進化する

林木育種！～次世代品種が変える、日本の森林・林

業～」をテーマに、林木育種成果発表会を開催し、

都道府県等から、141名の参加がありました。

 

　宇都宮大学教授の飯塚和也氏から、「エリートツ

リーと木の文化」の特別講演、（地独）青森県産業技

術センター林業研究所森林環境部長の田中功二氏

から、｢優良な抵抗性クロマツ種子の生産性の飛躍

的な向上－東日本大震災復興としての取組－｣の特

別報告をいただきました。

　林木育種センター・育種場からは、各研究分野の

研究者から７課題について発表しました。
・平成27年度開発品種の解説

育種第一課　田村　　明

・スギにおけるゲノム情報を活用した高速育種技術基盤の確立

育種第一課　平岡裕一郎

・早生樹種コウヨウザンの品種改良に向けて　　

探索収集課　磯田　圭哉

・環太平洋域とつながる林木育種協力

　－防風林早期造成のためのテリハボクの育種研究－

海外協力課　松下　通也

・薬用系機能性樹木の生産効率化手法の開発に向けた取組

森林バイオ研究センター　谷口　　亨

・木質バイオマス生産量の大きいヤナギの開発に向けた取組

北海道育種場　矢野　慶介

・ヒノキエリートツリーのさし木品種開発について

関西育種場　久保田正裕

 

　

　また、質疑応答では、研究の普及性や品種開発へ

対する行政側のからの要望など様々な意見が出さ

れ、参加者の林木育種への関心の高さが伝わってき

ました。

 

　今年度は、平成27年度林木成果発表会の締めく

くりとして、「今後の林木育種の展望について」を

テーマに育種部、遺伝資源部、海外協力部、森林バ

イオ研究センターの各部長等から、今後の取組みや

将来展望について、説明しました。

　国や都道府県、各研究機関・企業等から多数のご

来場をいただきましたことに感謝申し上げます。

（企画部　育種企画課　栗田　喜則） 
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写真1　成果発表会会場の様子

写真2　特別講演中の宇都宮大学飯塚教授

写真3　林木育種センター各部長等からの報告
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